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・ Borgman, Christine L. Scholarship in the Digital Age: Information, Infrastructure, 
and the Internet. MIT Press, 2007, 336p.「デジタル化」の潮流の中での「研究情報資
源」の生成・管理・提供をめぐる課題を包括的に論じる。 
・ 小川千代子・小出いずみ編. アーカイブへのアクセス：日本の経験、アメリカの経験. 日









に. 日本図書館研究会第 261 回研究例会発表, 2009 年 4 月 14 日. 発表レジュメは京都
大学学術情報リポジトリ「KURENAI」（http://hdl.handle.net/2433/72813, 参照
2009-07-27）、発表概要は図書館界. 2009, vol. 61, no. 2, p. 167-169.に掲載。 
*2 筆者は日本アーカイブズ学会委員（研究小委員会所属）として、同学会と国文学研究
資料館アーカイブズ研究系プロジェクトの共催研究集会「研究記録のアーカイブズ：研
究過程の検証と新たな情報資源化のために」（2009 年 2 月）の企画に携わった。本稿の
内容は、この企画活動と研究集会での内容に依拠するところが大きい。 
*3 2009 年 7 月 1 日に「公文書等の管理に関する法律」が公布され、国立大学法人・大学
共同利用機関法人もこの法律の対象に含まれたことで、こうした大学文書館の役割は今
後いっそう重要となるだろう。特に、事務文書等だけでなく、研究者が保有する文書等
の扱い―上記区分の[2][3]の双方にまたがるだろう―が今後の大きな検討課題となると
思われる。 
 
（こが たかし／京都大学附属図書館研究開発室） 
